
DP1 知識・理解
（基礎力）

DP2 汎用的技能
（思考力・実践力）

DP3 態度・志向性
（思考力・実践力）

DP4 統合的な学習
経験と創造的思考力

（実践力）
生活環境学入門 ○ ◎ △ ◯
生活環境学基礎演習Ⅰ ○ ◯ ◎ △
生活環境学基礎演習Ⅱ ○ ◯ ◎ △
生活環境学総論 ○ ◎ ○ △
生活環境学基礎演習Ⅲ ○ ◯ ◎ △
生活環境学演習Ⅰ ○ ○ ◎ △
生活環境学演習Ⅱ ○ ○ ◎ △
卒業研究Ⅰ ○ ○ ◎ ◎
卒業研究Ⅱ ○ ○ ◎ ◎
女性健康マネジメント論 ◎ △ ○
健康栄養学 ◎ ○ △
生涯スポーツ論 ◎ △ ○
トレーニング論 ◎ △ ○
レクリエーション論 ◎ △ ○
レクリエーション実技Ａ ○ ◎ △
レクリエーション実技Ｂ ○ △ ◎
居住環境論 ◎ ○ △
住生活デザイン論 ○ ◎ △
ハウジング論 ◎ ○ △
ハウジングデザイン実習 ○ ◎ △
住居史 △ ◎ ○
インテリアデザイン ○ ◎ △
インテリアコーディネート論 △ ◎ ○
インテリアコーディネート実習 ◎ △ ○
カラーコーディネート論 ◎ ○ △
カラーコーディネート実習 △ ◎ ○
衣生活デザイン論 ◎ ○ △
アパレル素材論 ◎ ○ △
ファッション論 ◎ ○ △
服飾文化論 ◎ ○ △
服飾デザイン論 △ ◎ ○
服飾デザイン実習 △ ○ ◎
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人間科学部生活環境学科専攻科目のカリキュラムマップ

養成する人材像
衣食住を中心に、環境に対する人のあり方、健康的な暮らしのあり方等について必要な知識・教養・技術を習得し、持続可能な社
会の実現に向けて主体的に行動する能力および態度を身につけた人材を育成する。

ディプロマ・ポリシー

DP１　知識・理解
(1) 暮らしの基本である衣・食・住を中心に、心身の健康を促進するスポーツ・レクリエーション、自然との共生や経済問題、社会環
境など、多様な観点から生活をより良くするための知識と理論を理解している。
(2) 暮らしを豊かにする伝統的な生活文化と技術について学び、それらを科学的に理解することができる。
DP２　汎用的技能
(1) 実験・実習・ものづくり・フィールドワークなど実践をとおして、生活をより良くする感性と技術を身につけている。
(2) 生活をより良くするという観点から、生活を取り巻く種々の問題に常に関心をもち、その問題について論理的に分析し、具体的
な解決策へ結びつけることができる。
(3) 適切な情報発信やプレゼンテーションスキルなど、問題解決に向けて主体的に行動する方法を身につけている。
DP３　態度・志向性
(1) 移り変わる新しい生活の情報を収集し、時代とライフステージに対応した知識、技能を得ようとする態度を身につけている。
(2) 様々なイベントやボランティア活動などを経験し、主体的に活動しようとする態度を有している。
(3) 地域・企業との産官学連携活動という協働的な学びを経験し、対人コミュニケーションを図ろうとする態度を身につけている。
(4) 興味のある専門領域の資格取得に向け、高い意欲をもち継続的に学ぶ態度を有している。
DP４　統合的な学習経験と創造的思考力
(1) 多岐にわたる学習内容を自分自身のより良い「ライフスタイルの創造」に向けて、環境や健康に配慮し実践することができる。
(2) 持続可能な社会の実現に向けて様々な領域で活躍することができる
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食生活デザイン論 ◎ ○ △ ○
フードコーディネート論 ○ ◎ ○ ○
調理学 ◎ ○ ○ ○
食品加工実習 △ ◎ ○
食品開発実習 △ ○ ◎
製菓実習 △ ○ ◎
ユニバーサルデザイン論 ◎ △ ◯
暮らしと環境 ◎ △ ◯
環境アメニティ論 ◯ ◎ ◯
現代環境論 ◎ ○ △
循環型社会論 ○ ◎ △
生活法学 ◎ ○ △
生活経済学 ◎ ○ △
ファイナンス論 ◎ ○ △
社会保障論 ◎ △ ○
生活環境学特別演習 △ ◎ ○
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